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目標達成のためのターゲット
○2030年までに、エネルギーをつくる方法のうち、再生可能エネルギーを使う方法の割合を大きく増やす。
○�2030年までに、国際的な協力を進めて、再生可能エネルギー、エネルギー効率、石炭や石油を使う場合

のより環境にやさしい技術などについての研究を進め、その技術をみんなが使えるようにし、そのために
必要な投資をすすめる。

　SDGs7「エネルギーをみんなにそしてクリーンに」では、上記のようなターゲットを５個掲げ、目標達成に
向けて取り組みを進めて行きます。� ※公益財団法人　日本ユニセフ協会HP引用

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ゴ
ー
ル
７
は「
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
み
ん
な
に
そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に
」を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

世
界
で
は
、
人
口
の
約
９
割
の
人
が

電
気
の
あ
る
生
活
を
送
れ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
電
気
の
な
い
生
活
を
送
る
人
が
８

億
人
を
超
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

使
わ
れ
る
原
料
の
大
半
は
化
石
燃
料（
天

然
ガ
ス
・
石
油
・
石
炭
）に
頼
っ
て
い
ま

す
。
化
石
燃
料
に
は
限
り
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
る
と
き
に
二

酸
化
炭
素
が
発
生
す
る
こ
と
な
ど
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ク
リ

ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
風
力
発
電
、
水
力
発
電
、

太
陽
光
発
電
な
ど
）の
利
用
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
が

11
・
８
％
と
低
く
、
海
外
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
を
輸
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
安
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
の

面
で
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
行
政
の
役
割
と
し
て
は

公
共
建
築
物
に
対
し
て
率
先
し
て
省

エ
ネ
や
再
エ
ネ
利
用
を
推
進
し
た
り
、

住
民
が
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
対
策
を
推
進

す
る
の
を
支
援
す
る
な
ど
、
安
価
か
つ

効
率
的
で
信
頼
性
の
高
い
持
続
可
能
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
利
用
の
ア
ク
セ
ス
を
増

や
す
こ
と
も
自
治
体
の
大
き
な
役
割
で

す
。

〇
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と（
例
）

・�

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
日
本

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い
て
調

べ
て
み
る
。

・�

公
共
交
通
機
関
の
利
用
や
ア
イ
ド

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を
実
践
し
て
み

る
。

・�

日
常
生
活
に
お
け
る
節
電
を
心
が

け
る
。

２
０
３
０
年
ま
で
の
国
際
的
な
目
標

の
実
現
に
向
け
意
識
を
し
て
実
践
し
ま

し
ょ
う
。

【
シ
リ
ー
ズ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ　
⑦
】

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
を
し
ま
し
ょ
う
。
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そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に
」

問 みらい創生課　企画・SDGs推進班  ☎（72）1151

私たちができること（例）

再生可能
エネルギー

インターネットなどで調べてみるアイドリングストップ 公共交通機関の利用

使っていない電化製品のスイッチOFFや
プラグを抜くなどの節電


